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要 約

アカバネ病予防には，アカバネウイルス genogroupⅠ（GⅠ）及び genogroupⅡ（GⅡ）の両者に対する免疫が重
要である．GⅠは GⅡに対しても中和抗体を誘導するが，GⅠの単味ワクチンは未だ販売されていない．そこで，GⅠ
の KN-06株を抗原とする単味不活化ワクチン（KD-412）の牛での抗体応答について，KN-06株を含む混合不活化ワ
クチン（K3）と GⅡの TS-C2株を抗原とする単味生ワクチン（L）を対照として評価した．KD-412の 2回接種により，
GⅠ及び GⅡに対する中和抗体価は K3接種牛と同等に上昇し，1年間 2倍以上を維持した．L接種牛では，KD-412追
加接種によって GⅠに対する抗体価が全頭で上昇した．KD-412は GⅠ及び GⅡに対して同程度に免疫誘導が可能で，
アカバネ病の予防に有効と考えられた．─キーワード：アカバネウイルス，genogroupⅠ，ワクチン．
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